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（件名）護憲国民戦線（ＦＮＤＣ）によるデモ及び中部ギニアに関する注意喚起 

 

【ポイント】 

●２８日（火），２９日（水），護憲国民戦線（ＦＮＤＣ）は，憲法改正・大統領三選に反

対するデモを呼びかけており，経済活動が停滞することも予想されます。 

●２月に予定されている国民議会選挙に向け，主要野党による妨害活動が今後激しくなる

可能性もあります。 

●中部ギニア（マムー県を除く），テリメレ県については，警察署，刑務所，知事邸等が

襲撃される事件が発生していますので，不要不急の渡航は控えてください。 

●ギニアに渡航・滞在を予定している方及び既に滞在中の方は，不測の事態に巻き込まれ

ることがないよう，慎重な行動を心がけるとともに，安全を確保するよう努めてくださ

い。 

 

【内容】 

１ ２８日（火），２９日（水），護憲国民戦線（ＦＮＤＣ）は，憲法改正・大統領三選

に反対するデモを呼びかけています。抗議デモや，地域住民による道路封鎖およびビルモ

ルト※（la ville morte）が行われることが予想されます。 

 ※ビルモルト（経済活動を停滞させるよう出勤や移動を停止する呼びかけ。） 

 

２ ２月１６日には国民議会選挙及び新憲法案に関する国民投票が予定されており，同選

挙に向けた選挙活動も開始されました。一方，主要野党は選挙人名簿作成作業の透明性等

を問題視し，同選挙をボイコット，妨害する旨公表しています。同選挙のために各地にお

いて張り出された選挙人名簿が燃やされるといった事態も発生しており，今後妨害活動が

激しくなる可能性もあります。 

 

３ ２１日から中部ギニア（マムー県を除く），テリメレ県では，治安が悪化し警察署が

襲撃され銃器が奪われる事件が発生した他、刑務所，知事邸等が襲撃され，死傷者が発生

しています。中部ギニア（マムー県を除く），テリメレ県の不要不急の渡航は控えてくだ

さい。 

 

４ デモが暴徒化した場合には，車両への投石，襲撃や商店の略奪行為が発生する可能性

があります。ギニアに渡航・滞在を予定している方及び既に滞在中の方は，不測の事態に

巻き込まれることがないよう，慎重な行動を心がけるとともに，安全を確保するよう努め

てください。 

 

５ デモは今後も続く可能性があるので，念のため十分な飲料水・食料の準備と通信連絡

のためのプリペイドカードの確保をおすすめいたします。 

 

６ 不用意にデモ・集会場所等，現地の人々の集まる場所には近づかぬよう注意してくだ

さい。 



 

７ 邦人が何らかの被害に巻き込まれたとの情報に接した場合には，大使館にご一報をお

願いいたします。 

 

８ このメールは，在留届にて届けられたメールアドレス及び「たびレジ」に登録された

メールアドレスに自動的に配信されております。「たびレジ」簡易登録をされた方でメー

ルの配信を停止したい方は，以下のＵＲＬから停止手続きをお願いいたします。 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/simple/delete 


